
平成3年相月号 ① 金木だより（第306号） 

9月末現在

男 6,231人

女 6,843人

計 13,074人 

世帯数 	3,868 

前年同月比

△ 109人

△ 113人

△ 222人 

平成 2年度決算決まる 2・3 

健康でいつまでも 

4・5・6・7 

部活動紹介 	8・9 

産業文化まつり案内 
12・13・14・15 

金木病院カルテ

戸籍の窓 

編集と発行 

金木町企画室 
青森県北津軽郡金木町 
大字金木字朝日山 323 
電話⑩ 2111 内線240 



そ の 他 
403,432(10.1%) 

繰 入 金 
160,366(4.0%) 

国庫支出金 
167,053(4.2%) 

県 支 出 金 
183,116(4.6%) ーー． 

町 	 税 
615,678(15.5%) 

地 方 交 付 税 
2,162,136(54.3%) 

歳
入
の
部

（
千円
）
 

町 	 債 
291,300(7.3%) 

そ の 他 
468,065(12.5%) 

消 防 費 
271,842(7.3%) 

農林水産業費 
337,972(9.0%) 

教 育 費 
350,416(9.4%) 

土 木 費 
380, 908 (10. 2%) 

民 生 費 
385,623(10.3%) 

衛 生 費 
428, 977 (11. 5%) 

公 債 費 
443,339(11.9%) 

総 務 費 
668,696(17.9%) 

歳
出

の
部

（
千
円）
 

""""III川川川I 金木だより ② 

歳 ス、 総 額 

( 

平成2年度 

歳 出 総 額 

差 	 弓~ 

次年度」にス降繰越額

実 質 収 支 

般会計決算決まる 
3,983,081千円 

（ 人当り304,145円） 

3,735,838千一円 

（ー人当り285,266円） 

247,243千円 

22,751ニ千円 

224,492千円の黒字 



③ 金木だより~川川川I'll 

水道事業会計 

収 入 	 199,689 

営業収益 	 132,517 

給水収益 	 132,312 

その他の営業収益 	205 

営業外収益 	 67,172 

受取利息及び酒己当金…24,918 

他会計補助金 	40,136 

雑」収益 	 2,118 

（供給単価206.54円ノm') 

支 出 	 169,267 

営業費用 	 105,699 

原水及び浄水費 	15,315 

配水及び給水費 	9,846 

総係費 	 39,422 

減価償却費 	 35,906 

資産減耗費 	 5,210 

営業外費用 	 63,410 

支払利息 	 63,410 

雑支出 	 158 

（給水原価264.23円力nり 

差 り~ 	 30,422 

あなたの税 
町税の内訳 

（収入済額：千円） 

総 	額 	 615,678 

（一人当り47,013円） 

町 	民 	税 	251,572 

固 定 資産税 	299,199 

軽 自 動 車税 	 12,243 

町 た ば こ 税 	 52,664 

平成 2 年 3 月31日現在の 

収入未済額（滞納繰越額を含む） 

町 民 税 	 3,759 

固 定 資産 税 	 38,916 

軽 自 動 車 税 	 95 

国民健康保険税 	 38,752 

町の自主財源

といえば税金。 

納期内完納を

目指し、明るい

町づく りにご協

力を．ノ 

“土ロII~ニ山 
イ寸刀リ云戸 I 

（千円） 

国民健康保険 

特別会計（事業勘定） 

I3月31日現在の加入世帯、 

	

、 	 2,613世帯ノ 

	

歳 入 	 1,065,999 

国民健康保険税 	430,963 

使用料及び手数料 	148 

国庫支出金 	 531,863 

療養給付費交付金 	20,939 

県支出金 	 400 

共同事業交付金 

繰入金 

繰越金 

財産収入 

諸収入 

歳 出 	 ユ，030,892 

総務費 	 50,040 

保険給付費 	 705,522 

老人保健拠出金 	264,600 

共同事業拠出金 	6,626 

保健施設費 	 2,649 

諸支出金 	 1,455 

（一世帯当り医療費372,549円） 

老 人 保 健 

特 別 会 計 

（該当者 3 月31日現在1,309人） 

歳 入 	 699,221 

支払基金交イ寸金 	490,861 

国庫支出金 	 138,193 

県支出金 	 34,548 

繰入金 	 34,383 

諸」収入 	 1,236 

歳 出 	 691,556 

医療諸費 	 689,267 

諸支出金 	 565 

前年度繰上げ充用金 	1,724 

差 引 	 7,665 

（一人当り医療費528,308円） 

農業集落排水 

事業特別会計 

歳 入 	 193 

繰入金 	 192 

繰越金 	 1 

歳 出 	 193 

公債費 	 193 

差 引 	 0 

主な歳出内訳 
（千円） 

総 務 費 

地域づく り推進事業 	163,627 

納税組合報償金 	 14,801 

第三種生活路線運行費 	8,940 

行政情報システム処理 	7,931 

民 生 費 

児童手当 	 15,573 

重度心身障害者医療費 	12,445 

津軽北部広域事務組合 	9,226 

衛 生 費 

金木病院組合 	 132,451 

西北五衛生処理組合 	53,625 

水道事業会計 	 45,353 

水道事業特別会計 	40,136 

老人保健特別会計 	34,383 

国民健康保険特別会計 	29,433 

埋立処分場設計委託料 	15,759 

埋立処分場用地購入 	12,215 

農林水産業費 

新農村地域定住促進対策…53,595 

広域農道整備 	 31,771 

農村総合整備モテソレ 	31,129 

水田農業確立対策 	12,557 

県営川倉地区 

水田農業確立対策 	11,925 

商 ：工 費 

公園整備 	 32,935 

県信用保証協会出資金 	19,000 

土 木 費 

町道整備 	 159,465 

公営住宅建設 	 55,449 

駅裏住宅用地購入 	20,584 

除排雪委託料 	 20,511 

地方道改修 	 15,585 

除雪ドーザ“ー購入 	11,485 

消 防 費 

津軽北部広域事務組合・・・’230,963 

防災センター等建設 	15,626 

教 育 費 

金木南中学校大規模改造・・・46,838 

嘉瀬小学校改築 	 16,150 

教育用パーソナル 

コンピューター購入 	16,150 16,150 

そ の 他 

長期債償還元金 	249,841 

長期債償還利子 	193,498 

災害復I日 	 17,600 

	6,222 

29,433 

39,803 

	 1 ,946 

	4,282 

へ 

へ 



111111川川川I 金木だより 

健康でいつまでも 
平成3年度金木町「敬老大会」 

9
0
歳
 
以
 
上
 
の
 
長
寿
者

4
6
 人
 

平
成
三
年
度

の
金
木
町
敬
老

大
会
が
九

月
＋
三
日
、
 
「社
会

に
活
か
そ
う
知
恵
と
経
験
、
み

ん
な
で
築
こ
う
豊
か
な

老
後
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
中
央
公

民

館
に
約
五
百
人

の
お
年
寄
リ
が

集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。
 

大
会
で
は
物
故
者

へ
の
黙
と

う
の
あ
と
田
中
町
長
が
「
金
木

町
は
北
郡

の
中
心
地
で
あ
リ
ま

す
。
な
る
べ
く
J

い
機
会
に
金
 
 木

の
老
人
ク
ラ
ブ
は
素
晴
ら
し

い
。
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
行
政

と
し
て
も
努
力
い
た
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
挨

拶
し
、
引
き
続
き
県
顕
彰
状
の

伝
達
と
町
顕
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。
 

次
に
金
木
小
学
校
六
年
成
田

亜
里
さ
ん
が
 
「お
じ

い
さ
ん
は

が
ん
ば
り
や
」
、
嘉
瀬
小
学
校
 
 

二
年
伊
藤
玲
恵
さ
ん
が
 
「大
す

き
ノ
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
、
喜
良

市
小
学
校
四
年
桑

田
健
く
ん
が
 

「
ぽ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
、
 

川
倉
小
学
校
四
年
白
川
真
美
さ

ん
が
「
三
味
線
の
す

き
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
と
題
し

て
作
文
を

朗
読
、
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
を
浴
び

て
い
た
。
 

最
後
に
来
賓
の
方
々
が

お
祝

い
の
言
葉
を
述

べ
、
盛
会
裏
に

終
了
。
 一
息
つ
い
た
後
、
 
「扇

松
会
」
 
一
行に
よ
る
手
踊

り
民

謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

お
年
寄
り

た
ち
が

一
日
楽
し
い
日
を
過
ご

し
た
。
 

※
顕
彰
受
賞
者

は
次
の
通
り

県
顕
彰
受
賞
者
 

九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者

加
藤
 
ト
ク

（
湯
の
川
）
 

工
藤
喜
代
衛
（
美
晴
町
）
 

小
山
内
晴
夫
（
美
晴
町

）
 

封
馬
 

い
そ
（
美
晴
町
）
 

白
川
 
か
よ
（
沢
部
）
 

藤
元
 

ス
ミ

（
三
軒
町
）
 

小
松
 

ミ
ョ
（
上
鍛
冶

町
）
 

中
谷
 

カ
ョ

（
向
道
）
 

徳
田
 

ツ
セ
（
芦
野
町
）
 

田
中
 
多
作

（
中
山
道
町
）
 

町
顕
彰
受
賞
者
 

九
十
歳
以

上
の
長
寿
者
 

棟
方
 
さ
な
（
東

町
）
 

演
田
 
き
せ
（
嘉
瀬
上
昭
和
町

）
 

黒
川
 
ふ
に
（
後
町

）
 

奈
良
惣
五
郎
（
湯

の
川
）
 

小
野
 
た
き
（
喜
良
市
下
派
立
）
 

角
田
 
サ
ト

（
朝
日
町
）
 

演
田
 
さ
き
（
嘉
瀬

下
派
立
）
 

今
 

謙
光

（
下
柏
木
）
 

葛
西
 

つ
よ
（
更
生
部
落
）
 

田
村
 
な
り
（
田
町

）
 

戸
崎
 
チ
ョ
（
湯

の
川
）
 

葛
西
 
ち
ぎ

（
若
松
町
）
 

泉
谷
 
正
義
（
下
字
田
野

）
 

工
藤
福
太
郎
（
湯
の

川
）
 

泉
谷

ヒ
ヤ
ク

（
向
道
）
 
 

（
女
坂
）
 

（
女
坂
）
 

（
北
新
町
）
 

（
北
新
町
）
 

（
湯
の
川
）
 

（
湯
の
川
）
 

（
美
晴
町
）
 

（
美
晴
町
）
 

（
美
晴
町

）
 

（
美
晴
町

）
 

（
美
晴
町
）
 

（
美
晴
町
）
 

（
沢
部
）
 

（
沢
部
）
 

（
三
軒
町
）
 

（
三
軒
町
）
 

（
上
鍛
冶
町
）
 

（
上
鍛
冶
町
）
 

、
こ
ョ
 （

向
道
）
 

『
「
 
（
向
道）

 

『

「
 （

芦
野
町
）
 

（
芦
野
町
）
 

多
作

（
中
山
道
町
）
 

豊
八
（
喜
良
市
下
派
立
）
 

サ
ョ

（
米
町
）
 

ヤ
サ

（
下
鍛
冶
町
）
 

イ
セ

（
新
誠
町
）
 

田
中
 
多
作
 

米
谷
 
豊
八
 

津
島
 
サ
ョ
 

山
中
 
ヤ

サ
 

原
田
 
イ
セ
 

上
森
 

マ
サ

（
金
木
昭
和
町
）
 

八
十
五
歳

に
達
す
る
長
寿
者
 

工
藤
 
ト

セ

（
藤
枝
）
 

中
谷
 
タ
ョ

（
上
宇
田
野
）
 

逢
坂
 
繁
勝

（
藤
枝
）
 

沢
田
 
キ
ワ

（
湯
の
川
）
 

竹
内
 
ミ
サ

（
藤
枝
）
 

中
西
 
ヤ

ェ

（
米
町
）
 

斉
藤
  
ィ
ョ

（
上
宇
田
野
）
 

鈴
木
 
ョ
ソ

（
東
町
）
 

平
川
  

イ
マ

（
下
古
町
）
 

白
川
 
重

一
 
（
蒔
田
）
 

泉
谷
  

マ
ン

（
下
宇
田
野
）
 

外
崎
三
千
男

（
畑
中
）
 

白
川
 
か
し
（
湯

の
川
）
 

白
川
由
太
郎
（
沢
部
）
 

秋
元
 
ソ
テ
（
下
古
町
）
 

桑
田
 
豊
吉
（
喜
良
市
上
派
立
）
 

外
崎
惣
五
郎
（
蒔
田
）
 

秋
元
 
ハ
ル

（
新
富
町
）
 

岡
田
 
竹
松
（
林
町
）
 

古
川
左

一
郎
（
喜
良
市
川
端
町

）
 

深
田
 
ソ
ノ
（
嘉
瀬
下
昭
和
町

）
 

小
笠
原
ア
子

（
神
明
町
）
 

田
中
栄
太
郎
（
沢
部
）
 

加
藤
 
ッ

ョ

（
若
松
町
）
 

大
佐
賀
三
次
郎
（
向
道
）
 

阿
部
 
重
吉
（
神

明
町
）
 

白
川
 
タ

ョ

高
橋
樫
太
郎

加
藤
 
ト
ク

工
藤
喜
代
衛

小
山
内
晴
夫

封
馬
 
い

そ

白
川
 
か
よ

藤
元
 
ス
ミ

小
松
 
ミ
ョ

中
谷
 

カ
ョ

徳
田
 
ツ

セ
 

(
 

(
 



おじいちゃん 

おばあちゃん 

お孫さんの 

作文発表ですよ 

藤
森
 
チ
ェ
（
沢

部
）
 

高
田
 
ナ
ョ
（
東

町
）
 

今
 

チ
ョ
（
喜
良
市
川
端
町
）
 

前
多

み
さ
を

（
若
松
町
）
 

川
口
 
キ
シ
（
新

富
町
）
 

中
谷
 
直
義

（
下
宇
田
野

）
 

白
川
 
サ
ガ

（
沢
部
）
 

田
中
 
金
作

（
湯
の
川
）
 

木
下
 
タ

マ
（
神
明
町
）
 

宮
舘
 
タ
ケ

（
林
町
）
 

秋
元
 
マ
サ
（
蒔
田
）
 

佐
藤
忠
五
郎

（
喜良
市
下
派
立

）
 

塚
本
 
キ
セ

（
金
木
川
端
町
）
 

丹
場
 
金
作

（
若
松
町
）
 

田
中
 
ッ
ワ

（
朝
日
町
）
 

前
田
濃
之
助
（
神
原

）
 

中
谷
 
シ
サ
（
上
宇
田
野

）
 

八
十
歳
に
達
す
る

長
寿
者
夫
婦
 

（

山
中「

』「
（

上
鍛
冶町
）
 

（
 

 
白川
博
右
衛
門

（

蒔
田）
  

ー
 

ミ
 
サ

J
 

（
小
野
セ
 
噴

（
野
崎
）
 

（

三
上た

 
「（

寺
町）
  

（
石
戸
谷榛

m

（
金
木昭
和
町
）
 

(
A

フ
 
佳
 

一

（
東
岩
見
町
）
 

（

」
ニ
橋
『
五「
（

藤
枝
）
 

お
じ

い
さ
ん
は
が

ん
ば
り
や
 

金
木
小
学
校
六
年
 

成
 
田
 

亜
 
里
 

私
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
今
七

十
三
才
で
す
。
頭
は
白
が
だ

ら

け
だ
し
、
顔
は
し
わ
く
ち
ゃ

で

す
。

で
も
七
＋
三
才
に
見
え
な

い
ほ
ど
健
康
だ
し
、

と
て
も
が

ん
ば
り
や
で
す
。
 

今
は
、
小
泊
村
の

教
育
委
員

会
で
働
い
て
い
て
、
 一
人
で
下

宿
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
 

だ
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
が
家

に
帰
っ
て
来
る
と
、
と
て
も
う

れ
し

い
で
す
。
 

で
も
家
に
は
、
二
週
間
に
一

度
ぐ
ら
い
し
か
帰
っ
て
き
ま
せ

ん
。
運
動
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
の
行
事
が
あ
る
時
は
、
 ー
ケ

月
も
帰
り
ま
せ
ん
。
 

そ
う
い
う
お
じ

い
さ
ん
を
、
 

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、
「
い

つ
も
元
気
で
働
い
て
、
が
ん
ば

る
な
ァ
」
 
と
い
って
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
さ
ん
も
「

お
じ

い
さ
ん

の
仕
事
は
、
人
に
い
ろ
い
ろ
な
 
 

こ
と
教
え
て
あ
げ
た
り
す
る
ん

だ
よ
。
だ
か
ら
、
人
の
気
持
ち

を
分
か
っ
て
あ
げ
れ
る
お
じ

い

さ
ん
は
、
す
ご

い
ん
だ
よ
己
と

い
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、
 
ー
ケ

月
も
来
れ

な
い
ほ
ど
い
そ
が
し

く
て
、

つ
か
れ
な
い
の
か
な
ァ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
じ

い

さ
ん
は
、

と
て
も
元
気
で
仕
事

が
い
き
が
い
の
よ
う
で
す
。
 

そ
れ
に
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
 

百
キ
ロ
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
に
参

加
し
た
り
、
長
い
き
ょ
り
を
サ

イ
ク
リ
ン
グ
し
た
り
な
ど
と
、
 

私
が
で
き
な
い

こ
と
を
ぐ
ん
ぐ

ん
と
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
い
う
根
気
と
、
チ
ャ

レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
な
い
お
じ

い
さ
ん

を
、
と
て
も
私
は
大
好
き
で
す
。
 

だ
か
ら
、
私
も
、
お
じ

い
さ

ん
を
見
習
っ
て
、
児
童
会

に
立

候
補
し
た
り
、
青
函
子
ど

も
交

歓
会
に
行
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

私
は
、
お
じ

い
さ
ん
が
家

に

来
た
ら
、

い
ま
ま
で
が
ん
ば
っ

た
つ
か
れ
を
、

テ
レ
ビ
を
見
た

り
、
趣
味
の
習
字
を
や
っ
た
り

し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
っ

て
も
ら

お
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

お
じ

い
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も

元
気
で
長
生
き
し

て
下
さ
い
。
 
 

大
す

き
…
お
ば

あ
ち
ゃ

ん
 

か
せ
小
学
校
ニ
年
 

い
と
う
 
あ
き

え
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
六
十
五

さ
い
で
ま
だ
、
わ
か
く
元
気
い

っ
ぱ
い
で
す
。
名
前
は
、

い
と

う
み
よ
え
と
言

い
、
か
わ
い
い

か
ん
じ
が
し
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し

の
こ
と
を
、
す
ご
く
思
っ

て
く

れ
て
、
ち
ょ

っ
と
で
も
、
か
え

り
が
お
そ
い
と
、
学
校
に
行
っ

て
み
た
り
、
道
ろ
に
出
て
み
た

り
し
て
、
わ
た
し
の
す
が
た
が

見
え
る
と
、
今
ま
で
し
ん
ば

い

し
て
い
た
の
が
、
う
そ
の
よ
う

に
え
顔
に
か
わ
り
ま
す
。

そ
し

て
 

「
ど
ご
さ
行
っ
て
ら
だ
ば
、

ば

っ
ち
ゃ
し
ん
ぱ

い
し
て
外
さ
行

っ
て
見
だ
だ
ろ
い
と
言
い

な
が

ら
、
わ
た
し

の
頭
を
な
ぜ

て
く

れ
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
歌
や
お
ど
り
が
大
す
き
で

は
な
歌
が
聞
こ
え
る
と
き
は
、
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〕
 

ン
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メ
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汐
叉
 

、
い
《I
 戸
 
、
 

が
に

ム
リ
 
×
 

き
げ
ん
が

い
い
し
ょ
う
こ
で
す
。
 

お
ど
り
は
、

こ
の
は
な
歌
に
あ

わ
せ
て
カ
ガ
ミ
の
前
で
、
か
っ

こ
う
を

つ
け
て
お
ど
っ
た
り
、
 

そ
う
じ
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
、
 

テ
レ
ビ
か
ら
歌
が
聞
こ
え
て
く

る
と
、
す
ぐ
に
お
ど
り
だ
し
ま

す
。

で
も
、
わ
た
し
に
は
お
ど

っ
て
い
る
の
が
わ
か
ら
ず
に
、
 

「何
を
し

て
い
る
の
か
な
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
 

と
聞
い
た
こ
と
も
、
あ
り
ま
し

た
。
 

ま
た
、
で
ん
わ
が
き
て
、

お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
さ
い
し
ょ

に

出
る
時
は
、
 

「も
し
も
し
、

い
と
う
で
す
己

と
い
い
声
を
出
し

ま
す
が
、
自

分
の
知
っ
て
い
る
人
だ
と
、
す

ぐ
つ
が
る
べ
ん
ま
る
だ
し
で
、
 

「す
ね
か
ら
だ
す
て
、

か
ぜ
え

あ
 
ふ
ぐ

ろ
っ
ぐ
…
と
か
 

「
つ
ら
 
き
た
ね
ふ

て
 
わ
ら

わ
あ
え
る
ろ
あ
い
…
と
か
 

「
い
い
は
ね
も
ど
す
て
ら
っ

き

ゃ
己

・
・
・
 

と
、
 い
み
が
わ
か
ら
な
い

こ
と

ば
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
み
ん
な

で
わ
ら
っ
て
い
る
と
、
だ
い
ぶ

し
て
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
わ

ら
い
出
し
ま
す
。
わ
た
し
の
友

だ
ち
が
あ
そ
び

に
き
て
も
、

よ

く
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
を
つ
か
 
 う

の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
、
く
す
く
す

っ
わ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

も
っ
と
お
も
し
ろ
い
の
は
、
 

わ
た
し
が
学
校
か
ら
か
え
っ
て

き
て
 

「
た
だ

い
ま
己
 

と
言
っ
て
も
シ
ー
ン
と
し
て
だ

れ
も
い
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
出
か
け
て
い
る
の
だ

と

思
っ

て
い
る
と
、

か
く
れ
ん
ぽ

を
し
て
い
て
、
き
ゆ
う
に
、
 

「
お
か
え
り
己
と
か
げ
か
ら
こ

っ
そ
り
出
て
く
る
の
で
、

び
っ

く
り
し
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
と
く
い
の

メ
ニ
ュ

ー
は
、
お
で
ん
、
馬
肉

の
や
さ
い
い
た
め
、
に
こ
み
う

ど
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
き
ま

っ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
は
が

っ
か
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
お

母
さ
ん
が
か
え
り
の
お
そ
い
日

は
、
し
ん
ぱ

い
で
、
 

「き
ょ
う
の

メ
ニ
ュ

ー
は
己
と

聞
く
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に

こ
に
こ
と
、
わ
ら
っ
て
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

の
作
っ
た
も
の
は
、
お
い
し

い

の
で
す
が
、

わ
た
し
は
、
あ
ま

り
す
き
で
な
い
メ
ニ
ュ
ー
ば
か

り
な
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
 

わ
る
い
気
が
し

ま
す
。
 

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
、
よ
 
 く

わ
す
れ
も
の
を
し
た
り
も
し

ま
す
が
、
わ
た
し
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
え
顔
が
大

す
き
で
す
。
 

し
わ
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
目

も
パ
ッ
チ
リ
し
て
い
な
い
し
、
 

入
ば
を
は
ず
す
と
、
く
し
ゃ

お

じ
さ
ん
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
い
い
の

で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
メ
ニ

ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う
な
、
あ
っ

た
か
ー
い
心
が

い
い
の
で
す
。
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
ま
だ
、
ま

だ
、
わ
か
い
六
＋
五
さ
い
で
す
。
 

た
く
さ
ん
す
き
な

こ
と
を
し
て

た
の
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
わ
た

し
の
め
ん
ど
う
を
見

る
の
は
、
 

た
い
へ
ん
で
し
ょ
う
が
、

お
ね

が
い
し
ま
す
。
お
に
い
ち
ゃ

ん

も
わ
す
れ
な
い
で
よ
ろ
し
く
ね
。
 

こ
ん
ど
は
、
わ
た
し
が
歌
を
歌

う
の
で
あ
わ
せ
て
、
お
ど
っ
て

見
て
く
だ
さ
い
ね
。
ー
大
す
き

…
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
い
 

ぼ
＜
の
お
ば

あ
ち
ゃ

ん
 

喜
良
市
小
学
校
四
年
 

桑
 

田
 

健
 

「
わ
っ
き
ゃ
、
 （
だ
だ
べ
な
己

と
、
半
分
わ
ら
っ

た
よ
う
な
目

で
、
ぽ
く
と
ギ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
わ
ら
う
と
、
金
歯
が
、
 

チ
ラ
リ
ン
と
光
り
ま
す
。

ぽ
く

が
手
伝
い
な
ど
を
す
る
と
、

い

つ
も
 

「
や
っ
ぱ
り
、
健
だ
な
あ
い
 

と
、
ほ
め
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
。
 

去
年
の
春
、
ぽ
く
が
畑
仕
事

を
手
伝
っ
て
い
た
時
の

こ
と
で

す
。
じ
ょ
う
だ
ん
に
、
 

「
ば
っ
ち
ゃ
、
さ
が
な
つ
り
さ
 

、
《
 g
。
 

し
ノ
、カ
」
 

と
、
言
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
だ

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

「
ウ
ン
、
ど
ご
さ
行
ぐ
ば
い
 

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
ま
る
で

ふ
う
せ
ん
が
ボ

ワ
 

ー
と
ふ
く
ら
ん
で

い
く
よ
う

に

心
が
は
ず
み
ま
し

た
。
お
も
い
 
 

っ
き
り
速
く
小
屋
に
つ
っ
ぱ
し

っ
て
行
っ
て
、
ど
う
ぐ
を
よ
う

い
し
ま
し
た
。
 

さ
っ
そ
く
二
人
で
自
転
車

に

の
っ
て
出
か
け
ま
し
た
。
家
の

さ
か
の
と

こ
ろ
を
ぽ
く
が
軽

々

の
ぽ
っ
て
い
っ
た
ら
、
 

「
よ
ぐ
、
そ
っ
た
さ
が
の
ぽ
れ

る
な
。
わ
げ
も
の
ち
が
う
な
い

と
、
 ハ
ア
ハ
ア
言
い
な
が
ら
つ

い
て
き
ま
し
た
。
 

さ
い
し
ょ

に
、
ぽ
く
が
中
ぐ

ら
い
の
フ
ナ
を

つ
っ
て
見
本
を

見
せ
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

ま
、
 

「
そ
う
や
っ

て
つ
る
ん
だ
な
あ
ぐ

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
時
、

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の

う
き
が
引
き
ま
し

た
。
そ
し
た

ら
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
 

「健
、
ど
う
せ
ば

い
い
ん
だ
ば
い

と
、
オ
ロ
オ
ロ
し

て
い
ま
し
た
。
 

あ
わ
て
な
が
ら
も
、

つ
り
ざ
お

を
引
い
て
み
た
ら
小
さ
な
フ
ナ

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
 

「
つ
れ
た
じ
ゃ
な
あ
己
 

と
、
言
っ
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
て
れ
く
さ
そ
う
に
魚
を

見
て
、
 

「
ば
っ
ち
ゃ
の
方
、
小
せ
な
己

と
、
ぼ
く
に
言
い

ま
し
た
。
 

そ
の
あ
と
、

思
い
っ
き
り
つ

っ
て
、
ぼ
く
は
、
ま
ん
ぞ
く
し
 
 

て
い
え
に
か
え
り
ま
し
た
。
 

こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
、
タ
方
、
す
ご
く
つ
か
れ

た

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
で

い
る
時
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
に
、
 

「あ
が

こ
す
っ
て
け
る
な
あ
己
 

と
き
き
ま
す
。
ぽ
く
は
す
ぐ

に
、
 

「
い
い
よ
己
 

と
、
 い
い
ま
す
。
す
る
と
、
 

「
や
っ
ぱ
り
、
健
だ
も
ん
な
あ
。
 

な
ん
ぼ
あ
り
が

て
ば
あ
い

と
言
っ
て
、
お
ふ
ろ
に
入
り
ま

す
。
そ
れ
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
あ
か
を
、

こ
す
っ
て
こ
す
っ

て
な
っ
と
く
す
る
ま
で

こ
す
っ

て
あ
げ
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

ま
、
 

「な
ん
ぽ
上
手
だ
ば
己
 

と
う
っ
と
り
し
た
目
で
言
い
ま

す
。
 

お
ふ
ろ
か
ら
あ
が
っ

て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
へ
や
へ
行
く
と
、
 

「気
も
ぢ

い
い
ど
。
ね
ね
な
己

と
言
い
ま
す
。
 

「う
ん
己
 

と
言
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
ね
た

り
し
ま
す
。
す
る
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
 

「安
心
し
て
ね
れ
る
じ
ゃ
い

と
言

い
ま
す
。
そ
う
言
わ
れ
る

と
、
ぼ
く
も
安
心
し

て
ね
れ
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
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ょ
に
ね
る
と
あ
ま
り
気
持
ち
が

よ
く
て
、
よ
く
ね
ぽ
う
を
す
る

の
で
だ
い
た
い
土
曜
日

に
き
め

て
い
ま
す
。
 

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
 

せ
が
ち
い
さ
い
か
ら
、
と
お
く

か
ら
見
る
と
子
ど
も
み
た
い
に

見
え
ま
す
。
あ
そ
ぶ
と
き
も
、
 

子
ど
も
の
よ
う
に
あ
そ
ん
で

く

れ
ま
す
。
ぽ
く
が
、
が
っ
こ
う

に
く
る
時
、
ま
ど
の
と
こ
ろ
で
、
 

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
手
を

ふ

っ
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。
 

ぽ
く
は
、

い
つ
も
、
心
に
思

っ
て
い
ま
す
。
 

「
ば
っ
ち
ゃ
、
あ
り
が
と
う
己
 
 

三
味
線
の
 

す
き
な
お
ば

あ
ち
ゃ

ん
 

川
倉
小
学
校
四
年
 

白
 
川
 
真
 
美
 

わ
た
し
の
家
の
お
ば
あ
さ
ん

は
、
今
7
4オ
で
す
。
 

冬
入
院
す
る
ま
で
は
、
金
木

の

れ
ん
ば

い
で
魚
を
や
い
て
は
た

ら
い
て
い
ま
し
た
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
夏
、

朝

4
時
3
0
 

分
ぐ
ら
い
に
起
き
て
、
畑
に
行

っ
て
、
草
む
し
り
を
や
っ
た
り

花
の
手
入

れ
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

7
時
3
0分
ご
ろ
に
は
、
家
に
は

い
っ
て
き
て
ご
は
ん
を
食

べ
て

か
ら
れ
ん
ば

い
に
言
っ
て
い
た

の
で
す
。
 

れ
ん
ば
い
か
ら
6
時
ご
ろ
帰
っ

て
き
て
、
ま
た
畑
仕
事

に
出
か

け
ま
す
。
 

き
っ
と
、
草
む
し
り
を
し
た
り
、
 

種
を
植
え
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
 

7
時

3
0分
ご
ろ
に
家
に
は
い
っ

て
き
て
、

ご
は
ん
を
食

べ
て
9
 

時
ご
ろ
に
は
ね
て
し
ま
い
ま
す
。
 
 

わ
た
し
は
、
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
朝
が
ら
夜

ま
で
は
だ
ら
い
で

つ
か
れ
ね
ん

だ
べ
が
い
 

と
い

つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 

冬
に
な
る
と
5
時
こ
ろ
に
は
も

う
起
き
て
、
雪
か
き
を
し

て
い

ま
す
。
 

私
が
6
時
ご
ろ
起
き
る
と
家
の

前
の
道
路
は
、

い
つ
も
き
れ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
は
、
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
す
ご

い
な
己

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

で
も
お
ば
あ
さ
ん
は
冬
、

か
ぜ

に
な
っ
て
入
院
し

て
し
ま
い
ま

し
た
。
 

そ
の
時
わ
た
し
は
、
 

「
早
ぐ
元
気
さ
な
れ
ば

い
い
な
J
 

と
思
い
ま
し
た
。
 

ー
ケ
月
ぐ
ら
い
に
ゆ
う
い
ん
し

て
や
っ
と
た
い
い
ん
し
た
の
で

す
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
今
と
っ

て
も
元

気
な
の
で

わ
た
し
は
、
 

「
よ
が
っ
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

で
も
春
す
ぎ

て
か
ら
、
お
ば
あ

さ
ん
は
、
こ
ん
ど
は
、
貝
を

つ

な
ぐ
仕
事
に
い
っ
て
い
ま
す
。
 

貝
を

つ
な
ぐ
仕
事
か
ら
帰
っ
て

き
て
で
も
ま
た
、
前
の
よ
う
に

畑
仕
事

に
行
く
の
で
す
。
 
 

わ
た
し
は
、
 

「
よ
ぐ
は
だ
ら
ぐ
な
、

つ
か
れ

ね
ば

い
い
な
い
 

と
思
っ
て
心
配
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

お
ば
あ
さ
ん

は
、
春
か
ら
わ
た

し
が
し
ゃ

み
せ
ん
を
や
っ
て
い

る
か
ら
上
手

に
な
る
の
を

い
つ

も
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

夏
休
み

に
テ
レ
ビ
局
の
人
が
し

ゃ
み
せ
ん
を
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
来
ま
し

た
。
 

わ
た
し
が
し
ゃ

み
せ
ん
を
ひ
い

て
歌
っ
て
い
る
と
、
 

「上
手
で
す
ね
い
 

と
い
っ
て
う
つ
し

ま
し
た
。
 

そ
の
テ
レ
ビ
が

6
時
3
0分
の
ニ

ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
に
入
っ
た
の
で
、
 

み
ん
な
で
み
て
い
ま
し

た
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
、

こ
ん
ど
は
、
 

「
ビ
デ
オ
さ
と
っ
た
の
み
る
べ

し
い
 

と
い
っ
て
な
ん
か
い
も
な
ん
か

い
も
み
ま
し
た
。
 

何
日
か
す
る
と

お
ば
あ
さ
ん

は

わ
た
し
が
し
ゃ

み
せ
ん
を
や
っ

て
い
る
公
民
館
に
き
て
れ
ん
し

ゆ
う
を
み
て
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
し
ゃ
み
せ
ん
を
ち
ゆ

う
も
ん
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
 

と
て
も
高
か
っ
た
の
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
よ
ぐ
お
金
あ
る
な
あ
と
 
 

思
い
ま
し
た
。
3
日
ぐ
ら
い
た

つ
と
し
ゃ
み
せ
ん
が
き
ま
し

た
。
 

あ
ま
り
う
れ
し

か
っ
た
の
で
夜

に
お
ば
あ
さ
ん
の
前
で

ひ
く
と
、
 

「
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゆ
う
し

て

上
手
に
な
れ
い
 

と
い
っ
た
の
で
、
そ
の
時
、
 

「
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゆ
う
し

て
、
 

が
ん
ば
っ
て
じ
ょ
ん
ず
さ
な
ね

ば
な
い
 

と
思
い
ま
し
た
。
 

わ
た
し
が

い
え
で
し
ゃ
み
せ
ん

を
れ
ん
し
ゆ

う
し
て
い

る
と

い

つ
も
じ
っ
と
き
い
て
、
 

「
じ
ょ
ん
ず
だ
な
己
 

と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
 
 

わ
た
し
は
、
 

「
い
ろ
い
ろ
な
の
お
ぽ
え
る
ぞ
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
た
の
し
ま
せ
 

て
や
る
ぞ
ぐ
 

と
れ
ん
し
ゆ
う
に
は
げ

ん
で

い
 

ま
す
。
 

わ
た
し
は
、
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
病
気
さ
な
 

ん
ね
ん
で
、
 い
っ
ぱ
い
な
が
い
 

ぎ
せ
ば

い
い
な
己
 

と
心
の
中
で
思
い
な
が
ら

三
味
 

線
を
ひ
い

て
い
ま
す
。
 

今
、
練
習
し

て
い
る
の
を
少
 

し
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
 

（
三
味
線
の
演
奏
を
披
露

）
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、
 

一
 

い
 

勺 へ,れ「よ 、
 

、
「
ー
 

部
活
動
紹
介
 

山
口
香

講
演
会
 

美
女
の
お
話
し
に
う
っ
と
り
 

金
木
小
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
 

今
年
七
月
に
活
動
を
始
め
た
ば

か
り
の
新
し

い
部
で
す
。
昨
年

ま
で

の
鼓
笛
部
は
、
ト
ラ
ン
ペ
 

ツ
ト
が
主
な
楽
器
で
し
た
が
、
 

吹
奏
楽
部
で
は
、
そ
の
他
に
、
 

フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
 

サ
ッ
ク
ス
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
 

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ュ
ウ
ム
、
バ
ス
等

が
あ
り
ま
す
。
 

顧
問
の
先
生
は
、
山
内
先
生
、
 

斎
藤
先
生
、
松
山
先
生
と
二
学

期
か
ら
新
し
く
成
田
先
生
が
加

わ
り
、
四
人
で
指
導
し

て
い
ま

す
。
 

部
員
は
、
現
在
四
十
名
で
、
 

毎
日
二
時
間
ぐ
ら
い
練
習
し

て

い
ま
す
。
ま
だ
、
新
し
く
楽
器

を
持
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

音

を
出
す
の
が
精

一
杯
と
い
う
感

じ
で
、
基
礎
練
習
が
、
中
心
で

す
。
 

で
も
、
十

一
月
一
日
に
、
本

校
で
行
わ
れ
る
、
音
楽
発
表
会

に
向
け
て
、
曲
の
練
習
も
熱
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
が

初
舞
台

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
 

部
員
の
心
が

ー
つ
と
な
っ
て
、
 
 

皆
様

に
す
ば
ら
し

い
ハ
ー
モ
ニ
 

ー
を
聞
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る

よ
う
、
 
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い

ま
す
。
ま
た
、
＋

一
月
二
日

に

は
、
町
の
文
化
祭
で
も
演
奏
す

る
こ
と
に
な
り
、
部
員
一
同
、
 

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
金
木
小
学
校
吹
奏
楽
部
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま

す
。
 

金
木
小
学
校
吹
奏

楽
部
 

部
長
 
阿
部
 
洋
介
 

女
三
四
郎
と
し
て
女
子
柔
道

界
に
お
い
て
名
を
馳
せ
た
、
山

口
香
さ
ん
の
「
小
さ
な
私
で
も

カ
や
れ
ば
4
で
き
た
」
 
と
題す

る
講
演
会
が
九
月
十
四
日
、

町

商
工
会
館
で
開
か
れ
た
。
 

当
日
は
小
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
と
な
っ
た
も
の
の
、
 

町
内
の
小

・
中
・
高
の
柔
道
関
 
 

係
者
や
町
民
約
百
五
十
人
が
詰

め
か
け
、
柔
道
を
始
め
た
キ
ッ

カ
ケ
や
各
種
の
国
際
大
会
で

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
話
さ
れ
た
。
 

一
時
間
二
十
分
の
講
演
が
短

く
感
じ
ら
れ
、
皆
、
満
足
そ
う

で
あ
っ
た
。
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